
小規模飲食店等の消火器具設置要否の判定フローチャート 
 令和元年 10 月 1 日から、新たに消火器具設置が必要となるか判定するフローチャートです。 
 

１５０㎡未満の（３）項 防火対象物である。 
（例）料理店、飲食店、食堂、 

レストラン、喫茶店、スナック、居酒屋など 

火 を 使 用 する 設備 又は 器具 がある。 

（ＩＨコンロ、電気コンロを除く） 

すべてのコンロに 調理油過熱防止装置 が 

つ い て い な い 。 

火災を自動的に感知し、消火薬剤を放出して 
火を消す装置（自動消火装置）が 

つ い て い な い 。 

（カセットコンロを使用している場合） 
圧力感知安全装置 が つ い て い な い 。 

消火器具を設置する必要があります。 
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※調理油過熱防止装置 

 
過度な温度上昇を検知して、 

自動的にガスの供給を止める装置。 

 


